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　平成27年度中の完成を目指す（仮称）三川公園に
おいて、地域の皆さんによる芝生張り作業が行われ
ました。三川自治会連合会が中心となり、子ども会や
シニアクラブなど約350人が参加しました。

訪ねてみたい公園シリーズ

（仮称）三川公園の芝生張り緑化活動



●
6
月
定
例
会
の
概
要

　

市
議
会
は
、
6
月
定
例
会
を
6
月
2
日
か
ら
6
月
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
袋
井
市
介
護

保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
5
議
案
と
1
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
は
2
特
別
委
員
会
の
設
置
及
び
看
護
職
員
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
の
3
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
8
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算  

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
次
に
揚
げ
る
事
業
の
た
め

に
、
5
億
1
9
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は 

3
2
7
億
7
4
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
地
震
対
策
事
業
（
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学
校

の
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
） …
…
3
億
1
5
0
万
円

●
地
震
対
策
事
業
（
幼
稚
園
・
公
民
館
の
ガ
ラ
ス
飛

散
防
止
・
落
下
物
対
策
） 

 
…
2
億
7
5
0
万
円

●
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
代　

 …
…
9
0
0
万
円

●
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
車
両
機
械
購
入
費

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…
1
0
0
万
円

　

条　

例 

●
袋
井
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
施
行
令
が
平
成
27
年
4
月
10
日
に
一
部

改
正
さ
れ
、
低
所
得
者
の
第
1
号
保
険
料
軽
減
強
化

に
関
す
る
対
象
者
及
び
軽
減
幅
が
定
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
準
じ
て
介
護
保
険
料
の
減
額
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　

人　

事 

（
敬
称
略
） 

●
人
権
擁
護
委
員

　

市
内
に
11
人
い
る
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
平
成

27
年
9
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
委
員
に

つ
い
て
、
市
長
の
推
薦
す
る
次
期
候
補
者
に
つ
い
て

市
長
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意

し
ま
し
た
。

・

田
淳
三
（
名
栗
北
原
川
） 

再
任

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

6 月 定 例 会

袋井駅南北自由通路駿遠口（南口）からの眺め

「
総
合
体
育
館
整
備
事
業
特

別
委
員
会
」及
び「
袋
井
の
顔

（
J
R
袋
井
駅
周
辺
）づ
く
り

特
別
委
員
会
」を
設
置
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議
員
提
出
議
案

●
総
合
体
育
館
整
備
事
業
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

P
F
I
手
法
に
よ
る
総
合
体
育
館
整
備
の
調
査
・
研
究
及
び
諸
課
題
に
対
し
政
策

提
言
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
総
合
体
育
館
整
備
を
起
点
と
し
た
今
後
の
地
域
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
及
び
政
策
提
言
を
行
う
た
め
設
置
し
ま
し
た
。
（
定

数
10
人
）

●
袋
井
の
顔
（
J
R
袋
井
駅
周
辺
）
づ
く
り
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

袋
井
駅
周
辺
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
及
び
駅
南
北
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
並
び
に
政
策
提
言
を
行
う
た
め
設
置
し
ま
し
た
。

（
定
数
10
人
）

総合体育館整備事業特別委員会

◎委員長　大庭　通嘉　○副委員長　鈴木　弘睦

　委　員　村松　　尚　　委　員　廣岡　英一

　委　員　田中　克周　　委　員　寺田　　守

　委　員　岡本　幹男　　委　員　戸塚　哲夫

　委　員　伊藤　謙一　　委　員　髙木　清隆

袋井の顔（JR袋井駅周辺）づくり
特別委員会

◎委員長　寺井紗知子　○副委員長　大石　重樹

　委　員　秋田　　稔　　委　員　兼子　春治

　委　員　永田　勝美　　委　員　高橋　美博

　委　員　戸塚　文彦　　委　員　山田　貴子

　委　員　沼上　賢次　　委　員　大場　正昭

●
意
見
書
（
要
旨
）

看
護
職
員
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
22
年
に
策
定
し
た
「
第
7
次
看
護
職
員
需
給

見
通
し
」
で
は
、
平
成
27
年
の
看
護
職
員
の
不
足
者
数
は
全
国
で

1
万
4
9
0
0
人
と
な
っ
て
お
り
、
静
岡
県
で
も
8
6
1
人
が
不
足
す

る
見
通
し
で
あ
る
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
医
療
需
要
の
増
大
や
医
療
の
高
度
化
、
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、
看
護
職
員
を
確
保
す
る
た
め
に
は
定
着
促
進
や

人
材
養
成
、
再
就
業
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
を
今
以
上
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

　

中
で
も
、
夜
勤
を
含
む
交
替
制
勤
務
に
よ
る
厳
し
い
勤
務
環
境
は
、

看
護
職
員
の
慢
性
的
な
疲
労
に
つ
な
が
り
、
医
療
安
全
の
面
か
ら
も
問

題
が
あ
る
。
勤
務
環
境
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
現
状
で
は

抜
本
的
な
改
善
は
図
ら
れ
て
い
な
い
。

　

看
護
職
員
の
雇
用
の
質
を
向
上
し
、
安
全
・
安
心
の
医
療
実
現
を
図

る
た
め
、
次
の
よ
う
に
要
望
す
る
。

1　

看
護
職
員
が
健
康
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
に
よ
り
、
住
民
が
質

の
高
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
勤
務
環
境

の
抜
本
的
な
改
善
を
図
る
た
め
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

2　

看
護
職
員
を
増
員
し
、
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
。

衆
・
参
両
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て

3 市議会だより



市政に対する　一 般 質 問

高
橋 

美
博 

議
員

投
票
率
向
上
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は

駅
・
商
業
施
設
な
ど
の
利
便
性
の
高

い
場
所
へ
の
期
日
前
投
票
所
設
置
へ
の
考

え
は
。

解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
る
が
、

期
日
前
投
票
の
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

市
内
小
中
学
生
に
向
け
た
政
治
教
育

へ
の
考
え
は
。

選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
見
通
し
の
中
、
市
内
4
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
で
開
催
さ
れ
る
中
学
生
議

会
や
、
広
島
平
和
式
典
へ
の
中
学
生

派
遣
な
ど
、
政
治
に
関
わ
る
教
育
を

充
実
さ
せ
、
若
者
世
代
の
将
来
的
な

政
治
参
加
に
結
び
つ
け
て
い
き
た

い
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
推
進
と

行
政
運
営
効
率
化
を

市
内
小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
導
入
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

本
年
度
、
袋
井
市
教
育
情
報
化

推
進
計
画
を
策
定
し
、
電
子
黒
板
の

設
置
や
校
務
支
援
ソ
フ
ト
を
整
備
す

る
。
児
童
生
徒
1
人
1
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
つ
い
て
は
、
平
成
35

年
度
ま
で
の
導
入
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

情
報
漏
え
い
の
危
険
も 

制
度
開
始
に
よ
り
、
個
人
情
報
流
出

の
危
険
が
現
実
と
な
る
。
日
本
年
金
機
構

の
個
人
情
報
流
出
の
発
覚
も
あ
り
、
国
民

に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
国
に
実
施
延

期
を
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

明
確
に
延
期
を
求
め
る
理
由
も

な
く
、
そ
う
い
う
意
図
は
な
い
。

条
例
で
規
定
す
れ
ば
、
番
号
カ
ー
ド

の
市
独
自
の
利
用
拡
大
が
可
能
と
な
る
。

情
報
漏
え
い
の
危
険
も
あ
り
、
市
独
自
の

利
用
拡
大
は
進
め
る
べ
き
で
な
い
と
考
え

る
。
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

申
請
に
よ
り
個
人
番
号
カ
ー
ド

が
交
付
さ
れ
る
。
条
例
で
規
定
す
れ

ば
、
図
書
館
の
利
用
証
や
印
鑑
登
録

証
な
ど
市
の
独
自
利
用
が
可
能
と
な

る
。
利
便
性
と
費
用
対
効
果
を
検
証

し
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

安
全
保
障
関
連
法
案
へ
の

見
解
は

法
案
は
憲
法
解
釈
の
変
更
で
、
海
外

の
戦
争
に
自
衛
隊
を
参
加
さ
せ
武
力
の
行

使
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
、
憲
法
破
壊

の
暴
挙
で
あ
る
。市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

日
本
国
憲
法
の
も
と
で
平
和
国

家
と
し
て
歩
ん
で
い
く
べ
き
と
い
う

考
え
は
変
わ
ら
な
い
。

　

憲
法
に
は
制
約
が
あ
り
、
ま
ず
は

国
民
的
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

個人番号カード（イメージ）

タブレットを使用した授業風景
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具
体
的
な
茶
業
振
興
計
画
は

茶
生
産
農
家
の
経
営
は
、
他
農
産
物

と
の
複
合
栽
培
が
有
効
と
思
う
が
、
組
み

入
れ
へ
の
助
成
、
奨
励
策
は
。

複
合
栽
培
は
年
間
を
通
じ
て
収

入
が
得
ら
れ
、
経
営
の
安
定
化
に
は

有
効
で
あ
る
。
遠
州
中
央
農
協
に
は

樹
園
地
転
換
取
り
組
み
へ
の
補
助
制

度
が
あ
る
の
で
、
連
携
し
て
茶
生
産

者
の
複
合
栽
培
化
に
向
け
た
奨
励
策

を
検
討
し
た
い
。

茶
は
嗜
好
品
で
、
リ
ピ
ー
ト
率
が
高

い
。
ふ
る
さ
と
納
税
者
へ
の
返
礼
品
の
中

に
茶
と
販
売
先
リ
ス
ト
な
ど
を
入
れ
、
袋

井
茶
の
フ
ァ
ン
作
り
を
し
た
ら
ど
う
か
。

返
礼
品
と
し
て
の
特
産
品
を
拡

充
し
て
い
る
。
袋
井
市
独
自
の
ブ
ラ

ン
ド
茶
「
き
ら
香
」
と
袋
井
茶
の
詰

め
合
わ
せ
を
新
た
に
取
り
入
れ
た

が
、
提
案
の
一
煎
茶
パ
ッ
ク
と
販
売

先
リ
ス
ト
の
同
封
に
つ
い
て
も
早
急

に
進
め
た
い
。

改
正
介
護
保
険
制
度

新
総
合
事
業
取
り
組
み
は

市
の
「
通
い
の
場
」
の
組
織
立
ち
上

げ
と
育
成
、
運
営
費
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
等
、
助
成
対
象
は
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
く
か
。

市
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
協
力
し
て
組
織
立
ち
上

げ
や
人
材
育
成
を
支
援
す
る
。
運
営

費
用
等
は
、
国
が
示
す
基
準
に
基
づ

き
、
今
後
補
助
金
等
に
よ
る
助
成
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
石 

重
樹 

議
員

英
語
教
育
の
拡
充
を

小
学
校
で
の
英
語
教
育
拡
充
に
向
け

て
、
本
市
の
本
年
度
の
調
査
内
容
と
そ
の

取
り
組
み
は
。

本
年
度
実
施
す
る
、
小
中
学
校

が
連
携
し
た
英
語
教
育
や
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
調
査
研

究
事
業
を
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
委
託
し
、
英
語
能
力
テ
ス

ト
を
行
う
。
6
月
末
に
市
内
4
中
学

校
の
3
年
生
全
員
を
対
象
に
実
施
し

た
い
。
こ
の
テ
ス
ト
は
、
生
徒
一
人

一
人
の
習
熟
度
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
を
本

市
に
お
け
る
英
語
教
育
の
充
実
に
反

映
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、小
学
校
、

中
学
校
を
通
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

作
成
に
活
用
し
、
平
成
28
年
1
月
ま

で
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、英
語
力
の
向
上
に
向
け
て
、

A
L
T
や
英
語
の
堪
能
な
地
域
人
材

の
確
保
、
教
員
の
研
修
の
充
実
等
、

様
々
な
条
件
整
備
に
今
後
努
め
て
い

き
た
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
取
り
組
み
は
。

庁
外
か
ら
の
電
子
メ
ー
ル
を
監

視
す
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
ウ
イ
ル

ス
メ
ー
ル
や
ス
パ
ム
メ
ー
ル
等
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
を
防
ぐ
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
ま
た
、
職
員
が
守
る
べ
き
基

準
を
定
め
、
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
を
徹

底
し
、
外
部
記
憶
媒
体
の
使
用
を
禁

止
し
て
い
る
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

しぞ～かでん伝体操（6月8日浅羽防災センター）

ALTによる5年生の外国語活動
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市政に対する　一 般 質 問

戸
塚 

文
彦 

議
員

袋
井
版
総
合
戦
略
で
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
は

市
の
地
域
ご
と
の
人
口
は
、
こ
の
10

年
間
、
連
合
自
治
会
単
位
で
は
市
中
心
部

や
三
川
、
笠
原
、
浅
羽
東
、
浅
羽
南
地
区

な
ど
周
辺
部
で
減
少
し
て
い
る
。
地
域
ご

と
の
人
口
動
態
の
分
析
が
必
要
で
は
な
い

か
。

地
域
別
の
人
口
動
態
に
つ
い
て

は
、地
域
ご
と
の
課
題
整
理
と
併
せ
、

現
在
策
定
中
の
総
合
計
画
地
域
編
の

中
で
考
え
た
い
。

災
害
に
強
い

情
報
伝
達
手
段
の
あ
り
方
は 

今
年
度
浅
羽
局
71
局
よ
り
実
施
予
定

で
あ
る
同
報
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
の
、
最
大

の
効
果
は
何
か
。

住
民
へ
の
情
報
伝
達
の
迅
速
化

と
音
声
放
送
の
明
瞭
化
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
来
年
度
に
は
袋
井
局

1
4
5
局
も
整
備
し
て
い
く
。

あ
た
た
か
な
人
間
関
係
づ
く
り

支
援
事
業
は

い
じ
め
・
不
登
校
等
対
策
と
し
て
実

施
す
る
教
育
心
理
調
査
Q-

U
を
、
児
童

生
徒
の
支
援
や
学
級
経
営
に
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
く
か
。

満
足
度
の
低
い
、
ま
た
は
人
間

関
係
で
悩
ん
で
い
る
児
童
生
徒
に
は

個
別
面
談
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
緩

み
の
見
ら
れ
る
学
級
集
団
な
ど
は
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

合
併
の
検
証
は

第
2
次
袋
井
市
総
合
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
合
併
を
検
証
し
、
課
題
や
問
題
点

を
把
握
し
、
そ
れ
を
活
か
す
議
論
を
し
て

い
る
か
。市

民
意
識
調
査
や
総
合
計
画
審

議
会
、
5
0
0
人
会
議
、
地
域
座
談

会
な
ど
で
十
分
審
議
を
重
ね
る
こ
と

が
、
検
証
と
課
題
を
活
か
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
る
。

多
文
化
共
生

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
普
及
は

普
段
使
用
す
る
言
葉
に
つ
い
て
、
外

国
人
で
も
分
か
る
よ
う
に
配
慮
し
た
簡
単

な
日
本
語
で
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

や
さ
し
い
日
本
語
解
説
講
座
や

多
文
化
共
生
講
座
な
ど
の
参
加
者
を

増
や
し
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の

手
引
き
を
作
成
す
る
な
ど
、
普
及
や

活
用
に
努
め
た
い
。

空
き
家
の
利
活
用
は

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
が
全
面
施

行
さ
れ
た
。
空
き
家
対
策
と
し
て
地
域
の

図
書
館
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
等
に
利
活
用
で
き
な
い

か
。

建
物
の
所
有
者
や
地
域
住
民
と

協
議
し
た
上
で
、
国
・
県
の
財
政
支

援
の
動
向
も
踏
ま
え
、
有
効
な
活
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市民課窓口での通訳の対応

同報無線の屋外子局
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

導
入
状
況
は

制
度
導
入
に
伴
い
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
ど
う
変
わ
る
か
。

平
成
27
年
12
月
を
も
っ
て
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
新
規
発
行
及
び

更
新
は
終
了
と
な
る
。
な
お
、
既
に

交
付
済
み
の
カ
ー
ド
は
、
有
効
期
限

ま
で
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

制
度
導
入
に
合
わ
せ
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
の
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明
書
の

交
付
に
つ
い
て
は
、
導
入
費
用
及
び

コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
へ
支
払
う
手
数
料

等
、
経
費
面
の
課
題
が
あ
る
。
現
時

点
で
は
導
入
時
期
を
定
め
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
が
、
早
急
に
関
係

機
関
と
協
議
し
、
実
施
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
は

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
た
が
、
市
条
例
は
制
定
す
る
の
か
。

特
別
措
置
法
や
こ
れ
に
基
づ
く

基
本
指
針
に
よ
り
、
危
険
な
空
き
家

等
に
対
す
る
措
置
や
そ
の
適
切
な
管

理
な
ど
必
要
な
事
項
を
「
空
き
家
等

対
策
計
画
」
の
中
で
定
め
て
い
く
こ

と
か
ら
、
条
例
を
制
定
す
る
必
要
は

な
く
な
っ
た
。

戸
塚 

哲
夫 

議
員

子
ど
も
の
貧
困
の
連
鎖
を

断
て
な
い
か

貧
困
は
、
子
ど
も
に
必
要
な
「
生
き

る
力
」
の
育
成
に
影
響
す
る
、
と
専
門
家

は
指
摘
す
る
が
、教
育
現
場
で
は
ど
う
か
。

本
市
の
小
・
中
学
生
に
お
い
て
、

経
済
格
差
と
学
力
の
関
係
を
分
析
し

た
デ
ー
タ
は
な
い
。
4
月
に
行
っ
た

「
袋
井
版
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結

果
」
を
活
用
し
、
貧
困
と
学
力
や
学

習
意
欲
と
の
関
連
を
確
認
し
て
対
策

を
検
討
し
た
い
。  

子
ど
も
時
代
の
貧
困
は
次
世
代
へ
も

連
鎖
す
る
と
専
門
家
は
指
摘
す
る
。
こ
れ

を
断
ち
切
る
こ
と
が
、
人
口
減
少
や
少
子

化
対
策
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

貧
困
の
連
鎖
は
存
在
し
、
重
要

な
課
題
で
も
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
困
窮
す
る
子
育
て
家
庭
が
、
貧

困
か
ら
早
期
に
自
立
す
る
こ
と
を
支

援
し
、
連
鎖
が
起
き
な
い
よ
う
に
力

を
尽
く
し
た
い
。

総
合
計
画
地
域
編
の

     

主
要
事
業
の
進
展
は

海
浜
公
園
整
備
事
業
が
進
ま
な
い
が
、

袋
井
市
静
岡
モ
デ
ル
防
潮
堤
整
備
事
業
の

「
空
間
デ
ザ
イ
ン
」と
の
相
関
性
は
ど
う
か
。

ま
ず
は
、
命
山
や
防
潮
堤
の
整

備
な
ど
津
波
対
策
に
全
力
で
取
り
組

む
。
平
時
の
利
活
用
と
し
て
、
将
来

的
に
は
海
浜
公
園
の
機
能
を
有
す
る

施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

廣
岡 

英
一 

議
員

袋井市の住民基本台帳カード

「空間デザイン」が期待される防潮堤の天端
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●一般会計補正予算（第3号）～企画費～

　ふるさと納税の状況はどのようになって
いるのか。

　寄附者は特定の分野というより、市政発
展のために有効に使っていただきたいとの

希望を持っている。ふるさと納税の使い道につい
ては、防潮堤整備の関係があることから、原則と
して緊急地震・津波対策事業基金へ充てるという
ことでお願いをしている。
　今後は、袋井を良くしたいという思いを強く感
じ、寄附していただけるようホームページの充実
に努めるとともに、特産品を有効活用することで
袋井市のPRにもつなげていきたい。

●袋井市駐車場事業特別会計補正予算
　（第1号）

　債務負担行為限度額の1億8,000万円の
算出根拠は。

　金額の内訳として、平成28年度が3,560
万円、平成29年度が3,610万円となってお

り、以降平成32年度までの合計として1億8,000
万円である。
　また、平成28年度の3,560万円は、平成27年
度の指定管理委託料3,000万円に、新たに全自
動管制システムや自動券売機などのリース費用
500万円、駅南仮設自転車駐車場管理費60万円
を加えた金額である。

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト
平成27年度一般会計補正予算を
はじめ、条例の改正などの議案を
各常任委員会で審査しました。

Q

A

総 務 委 員 会

●袋井市介護保険条例の一部改正について

　今回の条例改正では、第1段階について
軽減されるとなっているが、平成29年4月

に予定されている消費税率の改定に伴い、軽減に
ついての今後の見通しはどうか。

　今後については、消費税増税に伴い第1段
階から第3段階の方についてそれぞれ軽減を

予定しているため、本条例の一部改正を再度行って
いく予定である。

●一般会計補正予算（第3号）
　～保育所費、教育施設整備費、社会教育
振興費～

　ガラス飛散防止事業について、中学校で
は浅羽中学校が対象外となった理由は何

か。また、天井等落下防止対策事業について、何
の基準をもって事業を実施するのか。

　浅羽中学校のガラス飛散防止事業につ
いては、校舎は平成16年に実施済みであ

り、また屋内運動場は強化ガラスを採用している
ため今回の対象からは外れている。
　天井等落下防止対策事業の実施基準について
は、建築基準法の特定天井に位置付けされるもの
及び文部科学省からの通達に基づき、学校施設の
改修を行う。
　また、避難所に指定されている幼稚園の遊戯室や
公民館のホール等についても併せて改修していく。

Q

A

Q

A

Q

A

民生文教委員会

ふるさと納税のお礼の品々

ガラス飛散防止事業が行われる教育施設
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  平成26年度　政務活動費の会派別収支状況
　政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として市から会派に交付するものです。
地方自治法に基づき条例で定めており、会派の所属議員数に月額25,000円を乗じた額が、議会の各会派からの申請に基づ
いて毎年度各会派へ交付されています。

会　派　名

新生ふくろい
寺田　守
山田貴子
兼子春治
大石重樹
岡本幹男
戸塚哲夫

緑風会
戸塚文彦
村松　尚
大場正昭
廣岡英一
伊藤謙一 

自民改革
クラブ
永田勝美
髙木清隆
秋田　稔
鈴木弘睦 

市民くらぶ
大庭通嘉
寺井紗知子

無会派
高橋美博 

無会派
沼上賢次 

無会派
田中克周 

合 計
（20人）

収　

入

交　付　金 1,800,000 1,500,000 1,200,000 600,000 300,000 300,000 300,000 6,000,000 
雑　収　入 0 72 47 0 78,214 35 35,136 113,504 
計 1,800,000 1,500,072 1,200,047 600,000 378,214 300,035 335,136 6,113,504 

支　
　

出

１ 調査研究費 849,023 723,830 514,227 50,880 0 133,550 132,490 2,404,000 
２ 研修費 347,072 746,962 208,732 462,760 26,448 20,432 78,520 1,890,926 
３ 広報費 88,128 0 0 0 309,513 21,074 0 418,715 
４ 広聴費 0 0 0 0 0 0 0 0 
５ 要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 
６ 会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 
７ 資料作成費 130,962 0 33,568 0 0 15,560 0 180,090 
８ 資料購入費 94,064 3,124 59,938 5,440 42,253 25,704 124,126 354,649 
９ 人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 
10 事務所費 55,859 0 12,312 0 0 0 0 68,171 

計 1,565,108 1,473,916 828,777 519,080 378,214 216,320 335,136 5,316,551 
残　余　金 234,892 26,156 371,270 80,920 0 83,715 0 796,953

○残余金796,953円は市に返還済みです。

●袋井市道路線の認定について

　土地の所有権を民間から市へ移転し、市
道路線として認定するにあたり、条件はど

のようになっているか。

　今回の案件は、民間の宅地造成に伴い所
有権を市へ移転し、道路認定していくもの

である。市道として認定する条件については、
①道路の幅員が4m以上ある
②構造的に問題がない 
③道路の両端が市道に接続している
④境界が明確である
ということが原則である。そのほかに、袋小路状
の道路の場合、特例的に最低幅員が6m以上であ
ること、及び道路の沿線に5戸以上の住宅が隣接
していること、あるいは、道路の長さが35m以
上であるなど、一定の幅員・規模である場合に市
道認定している。

　土地の所有権について宅地購入者と民間
の開発事業者との間に問題が発生すること

を防ぐため、開発行為の際には公道として認定で
きるような道路を整備するよう民間事業者に指導
することが必要ではないか。

　周辺住民に迷惑をかけないよう、民間事
業者の土地利用や開発行為の際には、道路

の長さや幅員など市道としての認定条件を満たす
ような道路整備について指導に努めたい。

（単位：円）

Q

A

Q

A

建設経済委員会

宅地造成に伴う道路寄附による認定路線
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あなたも本会議・委員会を
傍聴してみませんか。

　傍聴には、市役所5階の議会事務局で受付
が必要となります。なお、本会議・委員会は
進行により予定を変更する場合もありますの
で、あらかじめ議会事務局へお問い合わせく
ださい。
　また、足の不自由
な方や妊婦の方な
ど、段差解消機を利
用し議場の傍聴席へ
入れます。利用を御
希望の方は、議会事
務局へ声をおかけく
ださい。

　山梨地区の祇園祭も終わり、いよいよ夏本番です。暑い日
が続いておりますが議会も市民の皆様の負託に応えるべく熱
い議論が交わされております。また、8月には中学生議会も
開催されます。是非傍聴においでいただき、議場・議会を身
近に感じていただきたいと思います。

編集後記

　去る6月17日、東京日比谷公会堂におい
て、第91回全国市議会議長会定期総会が開
催され、永年勤続議員に表彰状が贈呈され
ました。
　本市議会では、秋田稔議員、高橋美博議員、
戸塚文彦議員、大場正昭議員が議員在職15
年以上、兼子春治議員、村松尚議員、田中
克周議員が議員在職10年以上により表彰を
受けました。

全国市議会議長会の表彰 スマートフォンやタブレットでも
本会議の中継・録画放送を
視聴できるようになりました。
　本会議の中継・録画放送について、平成
27年7月から、これまでのパソコンに加え
てスマートフォンやタブレットでも視聴で
きるよう、インターネット配信サービスを
リニューアルしました。
　なお、これまでの録画放送は、会議開催
日の翌日から配信を開始していましたが、
今後は会議開催日の4日後の午後から配信
されますので御了承ください。

9月市議会定例会のお知らせ
【場 所】市役所5階議場及び各委員会室

【時 間】午前9時から

【日 程】

 9月 1日（火） 開会、議案の説明

  8日（火） 市政に対する一般質問

  9日（水） 市政に対する一般質問

  10日（木） 市政に対する一般質問

  14日（月） 議案の審査（常任委員会）

  15日（火） 議案の審査（常任委員会）

  16日（水） 議案の審査（常任委員会）

  17日（木） 議案の審査（常任委員会）

  28日（月） 委員長報告～採決、閉会

段差解消機

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148

ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
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